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は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
著
名
人
た
ち
が
、
聖
書
の
影
響
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
書
物
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

に
、そ
の
聖
書
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
執
筆
し
ま
し
た
。
す
で
に
二
〇
二
一
年
に
『
28
名
の
著
名
人
と
聖
書
』（
第

一
巻
）を
刊
行
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続
編
と
な
り
ま
す
。

　
構
成
は
、
第
一
部
「
著
名
人
シ
リ
ー
ズ
」と
第
二
部「
主
題
別
シ
リ
ー
ズ
」
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
第
一
部
は
、

「
日
本
」と「
西
洋
」に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
部
の「
日
本
」で
は
、
人
物
の
生
涯
や
著
作
を
中
心
に
、
彼
ら
の
人
生
に
お
け
る
聖
書
と
の
出
会
い
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
い
ま
す
。
扱
う
著
名
人
の
す
べ
て
は
、
必
ず
し
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
は
人
生

の
根
本
問
題
に
つ
い
て
悩
み
、
何
ら
か
の
形
で
聖
書
に
ふ
れ
た
人
々
で
す
。

　
第
一
部
の「
西
洋
」で
は
、
西
洋
の
作
家
や
作
曲
家
な
ど
の
代
表
作
を
時
代
順
に
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
作
品

が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
て
い
る
問
題
―
―
人
の
生
き
る
意
味
、
死
で
す
べ
て
は
終
わ
り
か
、
人
は
ど
こ

か
ら
来
て
、
ど
こ
に
行
く
の
か
、
神
は
存
在
す
る
の
か
、
真
実
の
愛
は
存
在
す
る
の
か
、
む
な
し
さ
か
ら
ど
う
し
た

ら
解
放
さ
れ
る
の
か
な
ど
―
―
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
、
同
時
に
こ
う
し
た
諸
問
題
に
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対
す
る
聖
書
の
回
答
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
二
部
の「
主
題
別
シ
リ
ー
ズ
」は
、
聖
書
、
神
、
人
間
、
キ
リ
ス
ト
な
ど
私
た
ち
が
聖
書
を
読
む
う
え
で
大
事

な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
ら
、
直
接
聖
書
を
読
ん
で
、
真
理
を
見
い
だ
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
全
部
で
三
八
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
起
承
転
結
で
構
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

物
、
作
品
、
テ
ー
マ
が
独
立
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
し
も
最
初
か
ら
順
番
に
読
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
興
味
を

持
っ
た
人
物
や
作
品
、
な
い
し
主
題
か
ら
読
ん
で
く
だ
さ
い
。



5

はじめに



　
　
　
　
凡
　
例

一
　
引
用
に
際
し
て
、
旧
仮
名
遣
い
は
新
仮
名
遣
い
に
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。

二
　
引
用
文
に
対
す
る
著
者
の
補
足
は
［
　
］
で
示
し
た
。

三
　
年
代
は
、
原
則
と
し
て
、
漢
数
字
を
充
て
て
い
る
。

四
　
参
考
文
献
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
末
尾
に
示
し
た
。

五
　
聖
書
か
ら
の
引
用
は
原
則
と
し
て
、『
聖
書
―
―
新
改
訳
２
０
１
７
』（
新
日
本
聖
書
刊
行
会
）を
使
用
し
た
が
、　
　

『
聖
書
―
―
新
改
訳
第
三
版
』（
新
改
訳
聖
書
刊
行
会
）
を
使
用
し
た
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
『
新
共
同
訳
聖
書
』

（
日
本
聖
書
協
会
）を
参
照
し
た
。
た
だ
し
作
品
か
ら
の
聖
書
の
引
用
は
、一
部
修
正
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
作
品
の
テ
キ
ス
ト
を
尊
重
し
た
。

六
　
読
み
に
く
い
漢
字
に
は
、
ル
ビ
を
振
っ
た
。

七
　
引
用
文
に
あ
る
傍
線
は
、
強
調
す
る
た
め
に
引
用
者
が
つ
け
た
も
の
、
ま
た
引
用
文
中
の
…
…
は
中
略
を
示

す
も
の
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
目
　
次
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第
一
部
　

　
　
　
著
名
人
シ
リ
ー
ズ
「
日
本
」（
13
名
）

　
　
１
　
ロ
レ
ン
ソ
了
斎
（
一
五
二
六
―
一
五
九
二
）
と
聖
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

17

　
　
　
　
　
　
―
―
琵
琶
法
師
か
ら
福
音
の
伝
道
者
へ

　
　
２
　
勝
海
舟
（
一
八
二
三
―
一
八
九
九
）
と
聖
書
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

24

　
　
　
　
　
　
―
―
勝
海
舟
は
キ
リ
ス
ト
信
仰
を
持
っ
た
の
か

　
　
３
　
森
鷗
外
（
一
八
六
二
―
一
九
二
二
）
と
聖
書
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

30

　
　
　
　
　
　
―
―
か
の
よ
う
に
の
生
き
方

　
　
４
　
矢
嶋
楫
子
（
一
八
三
三
―
一
九
二
五
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

39

　
　
　
　
　
　
―
―
聖
書
は
人
生
の
舵



9

目次

　
　
５
　
石
井
十
次
（
一
八
六
五
―
一
九
一
四
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

47

　
　
　
　
　
　
―
―
孤
児
の
た
め
に
生
き
た
信
仰
の
生
涯

　
　
６
　
森
永
太
一
郎
（
一
八
六
五
―
一
九
三
七
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

53

　
　
　
　
　
　
―
―
我
、
罪
人
の
か
し
ら
な
り

　
　
７
　
村
岡
花
子
（
一
八
九
三
―
一
九
六
八
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

59

　
　
　
　
　
　
―
―
花
子
を
絶
望
か
ら
救
っ
た
聖
書
の
こ
と
ば

　
　
８
　
矢
内
原
忠
雄
（
一
八
九
三
―
一
九
六
一
） 

と
聖
書
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

65

　
　
　
　
　
　
―
―
危
機
の
時
代
の
預
言
者

　
　
９
　
宮
沢
賢
治
（
一
八
九
六
―
一
九
三
三
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

73

　
　
　
　
　
　
―
―
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
聖
書

　
　
10
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
（
一
八
八
〇
―
一
九
六
四
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

85

　
　
　
　
　
　
―
―
日
本
を
愛
し
た
独
立
伝
道
者
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11
　
淵
田
美
津
雄
（
一
九
〇
二
―
一
九
七
六
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

93

　
　
　
　
　
　
―
―
真
珠
湾
攻
撃
の
空
軍
指
揮
官
か
ら
キ
リ
ス
ト
伝
道
者
に

　
　
12
　
三
浦
綾
子
（
一
九
二
二
―
一
九
九
九
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

99

　
　
　
　
　
　
―
―
石
こ
ろ
の
叫
び
と
う
た

　
　
13
　
星
野
富
弘
（
一
九
四
六
―
二
〇
二
四
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

109

　
　
　
　
　
　
―
―
い
の
ち
よ
り
大
切
な
も
の

　
　
　
　
　
著
名
人
シ
リ
ー
ズ
「
西
洋
」（
15
名
）

　
　
１
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（
三
五
四
―
四
三
〇
）
と
聖
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

116

　
　
　
　
　
　
―
―
『
告
白
』
―
涙
の
子
が
滅
び
る
は
ず
は
な
い
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目次

　
　
２
　
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
（
一
四
八
三
―
一
五
四
六
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

122

　
　
　
　
　
　
―
―
我
、
こ
こ
に
立
つ

　
　
　
　
　
　

　
　
３
　
ヨ
ハ
ン
・
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
（
一
六
八
五
―
一
七
五
〇
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

127

　
　
　
　
　
　
―
―
『
マ
タ
イ
受
難
曲
』

　
　
４
　
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ン
デ
ル
（
一
六
八
五
―
一
七
五
九
）
と
聖
書
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

133

　
　
　
　
　
　
―
―
『
メ
サ
イ
ア
』

　
　
５
　
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ハ
イ
ド
ン
（
一
七
三
二
―
一
八
〇
九
）
と
聖
書
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

139

　
　
　
　
　
　
―
―
『
十
字
架
上
の
キ
リ
ス
ト
の
最
後
の
七
つ
の
言
葉
』

　
　
　
　
　
　

　
　
６
　
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
（
一
八
〇
二
―
一
八
八
五
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

146

　
　
　
　
　
　
―
―
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
（
惨
め
な
人
々
）」
と
は
誰
の
こ
と
か
？

　
　
７
　
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
（
一
八
〇
五
―
一
八
七
五
）
と
聖
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

154

　
　
　
　
　
　
―
―
キ
リ
ス
ト
を
愛
し
た
童
話
作
家
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８
　
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
（
一
八
〇
九
―
一
八
六
五
）
と
聖
書
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

163

　
　
　
　
　
　
―
―
聖
書
と
共
に
生
き
た
大
統
領

　
　
９
　
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ビ
ー
チ
ャ
ー
・
ス
ト
ウ （
一
八
一
一
―
一
八
九
六
）
と
聖
書
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

170

　
　
　
　
　
　
―
―
『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』

　
　
10
　
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
（
一
八
一
六
―
一
八
五
五
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

176

　
　
　
　
　
　
―
―
信
仰
の
光
に
照
ら
し
て
見
る
『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』

　
　
11
　
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
（
一
八
二
一
―
一
八
八
一
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

183

　
　
　
　
　
　
―
―
『
悪
霊
』
を
ど
の
よ
う
に
読
む
か

　
　
12
　
ヨ
ハ
ン
ナ
・
シ
ュ
ピ
リ
（
一
八
二
七
―
一
九
〇
一
）
と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

190

　
　
　
　
　
　
―
―
『
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
』
―
神
と
の
和
解

　
　
13
　
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
（
一
八
二
八
―
一
九
一
〇
）
と
聖
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

196

　
　
　
　
　
　
―
―
死
の
恐
れ
と
の
戦
い
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目次

　
　
14
　
モ
ー
リ
ス
・
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
（
一
八
六
二
―
一
九
四
九
）
と
聖
書
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

205

　
　
　
　
　
　
―
―
『
青
い
鳥
』
―
真
の
幸
福
を
求
め
て

　
　
15
　
Ｃ
・
Ｓ
・
ル
イ
ス
（
一
八
九
八
―
一
九
六
三
） 

と
聖
書
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

211

　
　
　
　
　
　
―
―
『
ラ
イ
オ
ン
と
魔
女
』
の
ア
ス
ラ
ン

第
二
部
　

　
　
　
主
題
別
シ
リ
ー
ズ
（
10
）

　
　
１
　
ど
の
よ
う
に
聖
書
を
読
ん
だ
ら
い
い
の
か
？
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

220

　
　
２
　
科
学
と
聖
書
は
矛
盾
す
る
の
か
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

229
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３
　
ア
ガ
ペ
ー
と
エ
ロ
ー
ス
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

238

　
　

　
　
４
　
人
間
と
は
何
か
？
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

246

　
　
５
　
神
へ
の
叫
び
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

253

　
　
６
　
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
な
ぜ
神
の
御
子
な
の
か
？
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

259

　
　
７
　
た
ま
し
い
の
名
医
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

267

　
　
８
　
絶
望
か
ら
希
望
へ（
一
）―
ク
ワ
イ
河
収
容
所
の
奇
跡
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

273

　
　
９
　
絶
望
か
ら
希
望
へ（
二
）―
強
制
収
容
所
に
お
け
る
奇
跡
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

280

　
　
10
　
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
た
死
刑
囚
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

286
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１　ロレンソ了斎

【ロレンソ了斎】
（南蛮屏風：神戸市立博物館）

　

１　

ロ
レ
ン
ソ
了
斎（
一
五
二
六
―
一
五
九
二
）と
聖
書

　
　
　
　
　
　
　
―
―
琵
琶
法
師
か
ら
福
音
の
伝
道
者
へ

　
　
ザ
ビ
エ
ル
の
来
日

　
一
五
四
九
年
は
、
日
本
で
最
初
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
し
た
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

（
一
五
〇
六
―
一
五
五
二
）が
、
ヤ
ジ
ロ
ウ
、
ト
ル
レ
ス
神
父
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
修
道
士
と
一
緒
に
鹿
児
島
に
着

い
た
の
は
、
そ
の
年
の
八
月
一
五
日
で
し
た
。
特
に
そ
の
中
の
ヤ
ジ
ロ
ウ
は
、
薩
摩
出
身
の
日
本
人
で
、
若
い
と
き

に
殺
人
の
罪
を
犯
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
乗
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
に
逃
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ザ
ビ
エ
ル
と
出
会
っ
て
、
自

分
の
罪
を
告
白
し
、
日
本
人
で
最
初
に
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
人
物
で
す
。

　
　
ザ
ビ
エ
ル
と
ロ
レ
ン
ソ
と
の
出
会
い
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ザ
ビ
エ
ル
は
、
鹿
児
島
か
ら
、
平
戸
を
経
由
し
て
、
山
口
で
宣
教
を
し
ま
す
。
彼
は
、
世
界
の
創
造
主
が
お
ら
れ
、

人
間
は
こ
の
方
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
不
滅
の
た
ま
し
い
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
救
い
主

と
し
て
信
じ
受
け
入
れ
る
者
は
天
国
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
説
き
ま
し
た
。

　
ザ
ビ
エ
ル
が
山
口
に
お
い
て
こ
の
福ふ
く
い
ん音（
良
い
知
ら
せ
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
エ
ウ
ア
ン
ゲ
リ
オ
ン
）に
つ
い
て
話
し

て
い
た
と
き
、
近
づ
い
て
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
た
の
が
、
九
州
の
平
戸
出
身
で
、
一
人
の
盲
目
の
琵
琶
法
師
で
し

た
。
の
ち
に
ロ
レ
ン
ソ
了
斎
（
本
名
不
詳
。
ロ
レ
ン
ソ
と
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
付
け
た
洗
礼
名
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に

な
る
そ
の
盲
人
は
、
ザ
ビ
エ
ル
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
や
が
て
信
仰
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
彼
は
、
ザ
ビ
エ
ル
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
神
の
福
音
を
生
涯
か
け
て
語
る
人
物
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
琵

琶
法
師
と
し
て
平
家
物
語
を
語
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
神
と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　『
日
本
史
』
を
記
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス（
一
五
三
二
―
一
五
九
七
）は
、
ロ
レ
ン
ソ
の

宣
教
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

ロ
レ
ン
ソ
は
、
外
見
上
は
な
は
だ
醜
い
容
貌
で
、
片
眼
は
盲
目
で
、
他
方
も
ほ
と
ん
ど
見
え
な
か
っ
た
。
し

か
も
貧
し
く
穢き
た
ない
装
い
で
、
杖
を
手
に
し
て
、
そ
れ
に
導
か
れ
て
道
を
た
ど
っ
た
。
し
か
し
デ
ウ
ス（
神
）は
、

彼
が
外
見
的
に
欠
け
、
学
問
も
満
足
に
受
け
な
い
で
、
読
み
書
き
も
で
き
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
の
を
、
幾
多
の

恩お
ん
ち
ょ
う寵
と
天
分
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
い
給
う
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
人
並
み
優
れ
た
知
識
と
才
能
と
、
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恵
ま
れ
た
記
憶
力
の
持
ち
主
で
、
大
い
な
る
霊
感
と
熱
意
を
も
っ
て
説
教
し
た
。『
日
本
史
１
』

　
以
下
、
ロ
レ
ン
ソ
の
活
動
を
、
フ
ロ
イ
ス
の
『
日
本
史
』
に
依
拠
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　
比
叡
山
で
の
論
争

　
ロ
レ
ン
ソ
は
比
叡
山
に
入
り
込
み
、
そ
こ
の
高
僧
た
ち
に
対
し
て
福
音
を
宣
べ
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
信
仰
に

入
っ
た
高
僧
の
一
人
は
、
自
分
の
回
心
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

私
は
一
六
歳
で
信
仰
の
道
に
入
り
、
四
〇
年
以
上
も
の
間
、
片
手
で
食
事
の
支
度
を
し
、
も
う
一
方
で
は
、

現
世
の
後
で
人
は
無
に
帰
す
る
と
い
う
禅
宗
の
教
え
を
書
い
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
御
身
は
私
に
、
霊
魂
は
不
滅

で
、
世
界
の
創
造
主
、
人
類
の
救
い
主
が
お
ら
れ
る
と
確
言
な
さ
る
。
私
が
御
身
か
ら
伺
う
こ
と
は
私
に
と
っ

て
い
と
も
新
奇
で
あ
る
が
、
私
は
今
ま
で
執
筆
し
て
き
た
書
き
物
を
焼
い
て
し
ま
お
う
と
固
く
決
心
し
た
。
　

　
ロ
レ
ン
ソ
は
比
叡
山
で
伝
道
し
、
さ
ら
に
京
都
や
堺
に
行
き
、
そ
こ
で
も
福
音
を
伝
え
ま
し
た
。 

　
　
結ゆ
う
城き

忠た
だ
ま
さ正
、
清き
よ
は
ら
え
だ
た
か

原
枝
賢
、
高た
か
や
ま山
飛ひ
だ
の
か
み

騨
守
の
入
信

　
ま
た
彼
は
奈
良
で
、
学
問
に
秀
で
た
山
城
の
守
の
結
城
忠
正
と
、
彼
の
親
友
で
和
漢
の
書
に
秀
で
て
い
た
公く

卿ぎ
ょ
うの
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清
原
枝
賢
と
論
争
し
て
勝
利
し
、
二
人
は
キ
リ
ス
ト
を
信
仰
す
る
に
至
り
ま
す
。

　
清
原
枝
賢
に
は
、「
い
と
」
と
い
う
娘
が
い
ま
し
た
。
彼
女
も
信
仰
を
持
ち
、
の
ち
に
清
原
マ
リ
ア
と
し
て
知
ら

れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
り
ま
す
。
彼
女
は
細
川
家
に
仕
え
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
を
信
仰
に
導
く
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
二
人
と
親
し
か
っ
た
高
山
飛
騨
守
（
高
山
右
近
の
父
）
も
、
奈
良
で
ロ
レ
ン
ソ
か
ら
福
音
を
聞
き
、
激
し
い

論
争
の
後
、
信
仰
に
入
り
ま
す
。
高
山
飛
騨
守
は
そ
の
後
、
ロ
レ
ン
ソ
を
居
城
の
沢
城
に
招
き
、
家
族
や
臣
下
に
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
話
を
聞
か
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き
息
子
の
右
近
も
信
じ
、
洗
礼
を
受
け
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
高
名
で
尊
敬
さ
れ
て
い
た
結
城
忠
正
、
清
原
枝
賢
、
高
山
飛
騨
守
が
信
者
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な

反
響
を
引
き
起
こ
し
、
身
分
の
高
い
武
士
や
高
位
・
高
官
が
次
々
に
信
仰
に
入
り
ま
す
。

　
　
織
田
信
長
と
の
関
係

　
ロ
レ
ン
ソ
は
、
織
田
信
長
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
た
び
た
び
彼
の
も
と
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
一
五
六
八
年
五
月

に
、
ロ
レ
ン
ソ
は
フ
ロ
イ
ス
と
共
に
信
長
を
訪
問
し
、
信
長
や
重
臣
の
前
で
、
当
時
信
長
に
重
用
さ
れ
て
い
た
日
蓮

宗
の
僧
侶
で
あ
る
朝
山
日
乗
と
論
争
を
行
い
、
日
乗
を
打
ち
負
か
し
ま
す
。

　
ロ
レ
ン
ソ
は
、
創
造
主
で
あ
る
神
の
存
在
と
人
格
に
つ
い
て
語
り
、
こ
の
神
を
信
じ
、
従
う
こ
と
が
究
極
の
幸
福

で
あ
る
と
説
き
ま
す
。
し
か
し
日
乗
は
、
目
に
見
え
な
い
も
の
は
存
在
し
な
い
と
い
う
唯
物
論
的
立
場
に
立
っ
て
い

た
た
め
、
フ
ロ
イ
ス
が
た
ま
し
い
の
不
滅
を
語
っ
た
と
き
に
逆
上
し
、「
し
か
ら
ば
汝
の
弟
子
ロ
レ
ン
ソ
を
こ
の
刀


